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乙の中l乙固定瓶を並べて瓶の下部が海水l乙浸るようにする。なおオスミック

酸を含む固定液を使用した場合には，材料の入った固定瓶は密閉した箱の中

へ入れて，暗所で固定が行なわれるようにしなければ効果がない。

分裂像を得るための固定時刻は，一般に深夜から夜明けがよいとされて

いるが，筆者のコンブ目植物についての実験では，正午の固定でも分裂像を

得ている。しかし午前中の固定では分裂像を得ていない。分裂頻度の多いの

は，午後 7時頃から深夜にかけてのようであり，乙の頃lζ固定を行なうのが

よいように思われる。

ノリの着生種について

近江彦栄養

H. OHMI; On epiphytic species of POゆhyraand their hosts 

ノリの多くは岩，介殻，木片，土木工事物などに着生する性質があり，

穫の特徴のーっともなる場合がある。乙の性質を利用して古くから組染類を

用いてノリのひび建て養殖が行なわれ，文セメントを天然の岩礁に塗ってコ

ンクリ戸ト礁を造り，人工的に岩ノリの養殖を図ることも行なわれて来た。

更に近年は合成繊維によるノリの採苗が大規模に行なわれるようになった。

ノリの附着性について福原 (1958a)は，石lζは着くが海藻iζは着かない

もの(クロノリ)，海藻l乙は着くが石lζは着かないもの(オオノノリ，フイリタ

サ)，及び石と海環の両方に着くもの(アサクサノリ，スサピノリ)とに分け，

乙のような差異の生ずるのは附着器官の構造と附着方法そのものにある乙と

を観察し，スサピノリでは根様糸細胞の下部が束状に集ってクロパギンナン

ソウの表面に円盤状の附着器官を形成しているのに対し，オオノノリではク

ロパギンナンソウの組織を貫通して根様糸細胞の先端が裏面まで達している

乙と，更にウップルイノりではフクロフノリのような hostplantを附着器官

で包囲しているととなどを報告している。

さて，最近手もとにあるノリの膳葉標本を整理していたところ，他の海

藻類及び海草花着生しているものがかなり見られたので，文献で調べたもの
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Table 1. List of Por，ρhyra species epiphytic on various alga巴
and sea grasses， Phyllospadix and Zostera 
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も合せて第1表の如くとりまとめてみた。との外lともフクロフノリらしい他

の海藻に着生したウップJレイノリの脂葉標本が4個体あるが hostplantの種

名は明確ではない。尚，P. leucosticta THUR.はmangrovesIζ着生する乙と

が知られている (TA YLOR 1960， p. 295)。又Porphyranaiadum .ANDERSONは

Phyllospadix torreyi; Ph. scouleri及ひやZosteramarina Iζ着生するが(SMITH

1944， p.169; DAWSON 1953， p. 15; CHAPMAN 1962， p. 225)，最近HOLLENBERG

(1959， pp. 3-11)は葉の基部に根様糸のないととと，造精器の出来かたの違い

などから新属Smithoraを設けてSmithoranaiadumとしErythropeltidaceae

i乙所属すると報じているので省いてある。

終りに本稿の校聞をいただいた時田制先生lと深謝の意を表する。

Summarv 

In this paper are listed the species of Porphyra epiphytic on various species of 

algae and sea grasses belonging to Phyllo学'adixand Zostera， on the basis of the 

herbarium specimens deposited in the Faculty of Fisheries， Hokkaido University， 
and the da包 foundin literature. 
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ヒパマタを新舞子(愛知県)にて採集す

瀬木紀男

ヒパマタ Fucuse'vanescens C. AGARDHは北海道，千島，樺太等l乙産す

る寒帯性の褐藻であるが， 昨年6月30日， 愛知県新舞子にて偶然打揚げに

て一個体乍ら該種を採集することが出来ので報告する次第である。

本種は高さ約22cm高く，複叉状l乙分岐し，一平面上に扇状に拡がり，

上部の校は互に隣接す。校は扇平，1f，i:質，気胞を欠き，幅 1~1.5 cm I乙達し，

末端鈍頭，多くはその中央湾入して矢筈状をなす。校の中央を縦走する中肋
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